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年月 会議 内容

令和５年

１０月 第１回（10/26）
・プロジェクト設置について
・市民アンケート調査の実施について

１１月 第２回（11/10）
・順天堂大学との連携について
・市民アンケート調査の実施（高校生）

11月15日～30日（回答数312人・回収率82.1％）

令和６年

１月
・市民アンケート調査の実施（20歳代～40歳代）

1月12日～31日（回答数425人・回収率21.2％）

２月 ・アンケート調査の集計・分析

３月 第３回（3/26）
・アンケート調査結果について
・統計資料から見る富里市の状況について

６月 第４回（6/18）
・アンケート調査の分析結果（順天堂大学）
・支援施策の洗い出しについて

７月
第５回（7/9） ・事業化に向けた支援施策について

第６回（7/24） ・支援施策選定について

１ プロジェクトのこれまでの経過

結婚から子育てまでの重点支援プロジェクト
＜参考＞



２ アンケート調査の概要

（１）調査の目的

結婚・妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援を実施していくため、アンケートを実施し、

若い世代、子育て世代の結婚観、子育て観を把握する。

（２）調査対象者

①富里高等学校生徒 2年生186人・３年生194人 計380人

調査期間：令和5年11月15日～11月30日

調査方法：学校からアンケート用紙を配布し、オンラインまたは用紙で回答

回収結果：回答数312人（web309人 回答用紙3人）回収率82.1%

②20歳代から40歳代の市民18,146人のうち2,000人を無作為抽出（令和5年12月1日時点）

調査期間：令和6年1月12日～1月31日

調査方法：アンケート用紙を郵送し、オンラインまたは用紙で回答

回収結果：回答数425人（web216人 回答用紙209人） 回収率21.2％
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（１）高校生
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結婚から子育てまでの重点支援プロジェクト

①富里市に住み続けたいかとの質問に対しては、「一度は地域外へ出てみたいが戻ってきたい」、「ずっと住み続け
たい」を合わせて42.6％となり、「住み続けたくない」の22.7％を上回り、富里市に住み続けたい意識が高いこと
が分かった。

②結婚観については、「結婚したほうがよい」、「できれば結婚したほうがよい」が合わせて55.8％、「無理にし
なくてもよい」、「しなくてもよい」と回答した人が合わせて43.3％となり、結婚しなくてもよいとの意識も高
いことがわかった。

③将来子どもを育てたいかとの質問に対しては、「育てたい」、「どちらかといえば育てたい」が合わせて75.7％
となり、子どもを育てたいと思っている高校生が多いことがわかった。

３ アンケート調査結果の概要

【性別】n=312

男性

46.5%女性

51.0%

答えたくない

2.2%

無回答

0.3%

【住んでいる地域】n=312

富里小学校区

15.4%
富里第一小学校区

3.2%

富里南小学校区

10.3%

浩養小学校区

1.0%

根木名小学校区

3.8%

日吉台小学校区

5.8%
七栄小学校区

5.1%

旧洗心小学校区

0.6%

市外

54.8%

（調査結果の抜粋）
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【今住んでいる地域に住み続けたいと思いますか。】

これからもずっ

と住み続けたい

12.1%

また戻っ

てきたい

30.5%

住み続けたくない

22.7%

わからない

34.8%

50.0%

33.3%

33.3%

25.0%

21.7%

13.3%

10.0%

8.3%

5.0%

5.0%

3.3%

0.0%

0.0%

5.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

のんびり暮らせる

自然が豊かで環境が良い

故郷に愛着がある

安心・安全(治安が良い)

買い物が便利

近所や地域住民が親切

交通の便が良い

お祭りやイベントが多い

図書館や公園、スポーツ施設が整っている

病院などの医療施設が整っている

就職したい仕事がある

観光スポットなど魅力が豊富

まちの発展が期待できる

その他

【住み続けたい・戻ってきたい理由】（３つまで回答可）ｎ=60

62.5%

31.3%

28.1%

21.9%

21.9%

18.8%

12.5%

9.4%

6.3%

3.1%

3.1%

0.0%

0.0%

9.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

交通の便が悪い

進学したい大学等が地域にない

一人暮らしをしてみたい

就職したい仕事が地域にない

まちの発展が期待できない

都会で生活してみたい

買い物が不便

お祭りやイベントが少ない

自然が減少し環境が悪い

安全・安心でない(治安が悪い)

近所や地域住民との付き合いがない

図書館や公園、スポーツ施設が整っていない

病院などの医療施設が整っていない

その他

【住み続けたくない理由】（３つまで回答可）n=32

（市内在住者のみ）n=141

「わからない」が34.8％と最も多く、次いで、「一度は
地域外へ出てみたいが戻ってきたい」が30.5％、「ずっ
と住み続けたい」が12.1％となった。「戻ってきたい」、
「ずっと住み続けたい」を合わせると42.6％となった。
住み続けたい理由は、「のんびり暮らせる」が50.0％と
最も多く、住み続けたくない理由は、「交通の便が悪
い」が62.5％と最も多かった。
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【結婚についてどう思いますか。】
n=312

結婚したほうがよい

27.6%

できれば結婚し

たほうがよい

28.2%

無理してし

なくてもよ

い

36.9%

しなくても

よい

6.4%

無回答

1.0% 0.6%

35.6%

58.0%

4.6%

0.6%

0.6%

20歳まで

20から24歳まで

25から29歳まで

30から34歳まで

40歳以上

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

【何歳ごろに結婚したほうがよいと思いますか。】
n=174

「結婚したほうがよい」が28.2％、「できれば
結婚したほうがよい」が27.6％で、両方を合わ
せると55.8％だが、「無理にしなくてもよい」
が36.9％で最も多くなった。

「25歳から29歳まで」が最も多く58.0％、「20歳
から24歳まで」が35.6％となり9割以上が20歳代で
結婚したいと回答。

結婚から子育てまでの重点支援プロジェクト
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【将来、子どもを育てたいと思いますか。】
n=312

【将来、子どもを持つにあたって、心配・不安だと
思うことは何ですか。】n=236

育てたい

38.8%

どちらかと

いえば育て

たい

36.9%

どちらかといえ

ば育てたくない

13.8%

育てたくな

い

10.3%

無回答

0.3%

39.7%

11.5%

9.3%

8.7%

7.4%

3.8%

3.2%

2.6%

2.2%

1.6%

1.0%

0.6%

0.6%

4.5%

2.2%

1.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

子育て費用がかかること

仕事と両立できるか

出産時の痛み

出産費用がかかること

パートナーがどれだけ育児に協力するか

子どもとコミュニケーションがとれるか

育児のために住居環境を整えること

子どもをとりまく社会環境

妊娠・出産時の健康状況

子どもの教育方針で夫婦で意見が分かれること

身近なところで子育てを見たことがない

パートナー以外の家族が育児に協力してくれるか

育児の相談相手になってくれる人がいるか

特になし

無回答

その他

「育てたい」が最も多く38.8%、次いで
「どちらかといえば育てたい」が36.9％と
なり、7割以上が育てたいと回答。

「子育て費用がかかること」が最も多く
39.7％、次いで「仕事との両立等」が11.5％
となった。

結婚から子育てまでの重点支援プロジェクト
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（２）20歳代から40歳代の市民

①「結婚したことがない人」の結婚観については、「いずれは結婚したい」が72.6％となり、結婚を希望している
ことがわかった。市が結婚を支援することについては、「支援を実施すべき」、「支援を実施してもかまわな
い」を合わせて70.8％となり、肯定的であることがわかった。

②将来子どもを持つことになった場合の心配・不安だと感じることは、男女とも「子育てや教育に費用がかかるこ
と」が最も多く、経済的支援を必要としていることがわかった。また、女性が「仕事と子育ての両立」について、
不安を抱えている人が男性と比べて多いことがわかった。

③「結婚している・したことがある人」では、「子育て環境について今後どのような取組を充実する必要があるか」
の質問に対して、「中学生・高校生を持つ家庭の経済的負担の軽減」、「子どもの遊び場の整備」、「仕事と育児
の両立支援」、「子ども医療費負担の軽減」、「保育料負担の軽減」を希望している人が多いことがわかった。

結婚から子育てまでの重点支援プロジェクト

【性別】n=425 【年齢】n=425 【住んでいる地域】n=425

（調査結果の抜粋）

男性

34.6%

女性

63.3%

答えたくない

1.2%

無回答

0.9%
20歳から24歳

7.5% 25歳から29歳

8.7%

30歳から34歳

14.8%

35歳から39歳

21.6%

40歳から49

歳

46.8%

無回答

0.5% 富里小学校

区

34.6%

富里第一小学校区

7.5%

富里南小学校区

13.6%

浩養小学校区

2.8%

根木名小学校区

5.4%

日吉台小学校区

19.8%

七栄小学校区

13.9%

旧洗心小学校区

0.9%

無回答

1.4%
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【就労状況】n=425

正規職員

51.1%

パート・アルバイト

22.6%

無職・家事

10.4%

自営業主・

家族従業者

8.9%

派遣・嘱託・

契約社員

4.5%

その他

2.1%

無回答

0.5%

「正社員」が51.1％と半数以上を占め、次
いで「パート・アルバイト」が22.6％、
「無職・家事」が10.4％となった。

正規社員

71.4%

パート・アルバイト

3.4%

無職・家事

4.8%

自営業主・家族従業者

11.6%

派遣・嘱託・契約社員

3.4%

その他

4.8%
無回答

0.7%

（男性）

n=147

正規社員

40%

パート・アルバイト

34%

無職・家事

13%

自営業主・家族従業者

7%

派遣・嘱託・契

約社員

5%

その他

1%

（女性）

n=269

結婚から子育てまでの重点支援プロジェクト
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【婚姻歴】n=425 【結婚について】
（結婚したことはないと回答した人）n=113

結婚している

66.8%

結婚したこ

とはない

26.6%

結婚したことはある

が離(死)別した

6.4%

無回答

0.2%

いずれは結婚したい

72.6%

結婚するつも

りはない

27.4%

「結婚している」が66.8％と最も多く、
「離別・死別した」6.4％を合わせると7割
以上が婚姻歴があり、「結婚したことはな
い」と回答した人は26.6％となった。

「いずれは結婚したい」72.6％、「結婚する
つもりはない」が27.4％となった。

結婚から子育てまでの重点支援プロジェクト
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【現在結婚していない理由】３つまで回答可
（結婚したことがないと回答した人）n=113

【結婚結婚相手に求めるものは何ですか。】
３つまで回答可

（いずれは結婚したいと回答した人）n=82

33.6%

31.0%

23.0%

22.1%

19.5%

14.2%

13.3%

11.5%

9.7%

3.5%

1.8%

9.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

結婚したいと思う人がいないから

出会いの機会がないから

結婚する必要性を感じないから

結婚生活を送るための金銭的ゆとりがないから

今は仕事(学業)に打ち込みたいから

時間やお金を自由に使えなくなるから

結婚するにはまだ若すぎるから

結婚資金が足りないから

異性とうまく付き合えないから

結婚生活を送るための住居にめどがたたないから

親や周囲が結婚に同意しないから

その他

73.2%

41.5%

40.2%

34.1%

20.7%

11.0%

6.1%

0.0% 10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%70.0%80.0%

人柄

家事・育児に対する能力や考え方

収入などの経済力

自分の仕事に対する理解と協力

共通の趣味の有無

容姿

その他

「結婚したいと思う人がいないから」が33.6％と最も多
く、次いで、「出会いの機会がないから」31.0％、「結
婚する必要性を感じないから」23.0％、「結婚生活を送
るための金銭的ゆとりがないから」22.1％となった。

「人柄」が73.2％と最も多く、次いで、「家
事・育児に対する能力や考え方」が41.5％、
「収入などの経済力」が40.2％となった。

結婚から子育てまでの重点支援プロジェクト
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【より多くの方が結婚する機会を増やすため、行政である富里市が何らかの支援をすることについて】
（結婚したことはないと回答した人）n=113

支援を実施すべ

きである

18.6%

支援を実施

してもかま

わない

52.2%

支援は必要

ない

21.2%

わから

ない

5.3%

無回答

0.9%

その他

1.8%

「支援してもかまわない」が52.2％と最も多く、
「支援を実施すべきである」18.6％と合わせると
7割以上が支援に好意的であり、「支援が必要な
い」は21.2％となった。

支援を実施すべきである

23.2%

支援を実施してもか

まわない

46.4%

支援は必要ない

23.2%

わからない

5.4%

その他

1.8%

（男性）

n=56 

支援を実施すべきである

14.8%

支援を実施してもかま

わない

59.3%

支援は必要な

い

16.7%

わからない

5.6%
無回答

1.9%

その他

1.9%

（女性）

n=54

結婚から子育てまでの重点支援プロジェクト
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【将来、子どもを育てたいと思いますか。】
（結婚したことはないと回答した人）n=113

育てたい

44.2%

どちらかといえば育てたい

23.0%

どちらかと

いえば育て

たくない

19.5%

育てたくない

12.4%

無回答

0.9%

「育てたい」が44.2％と最も多く、「どちら
かといえば育てたい」23.0％と合わせて、6
割以上が育てたいと回答。

育てたい

51.9%

どちらかとい

えば育てたい

24.1%

どちらかといえ

ば育てたくない

16.7%

育てたくない

5.6% 無回答

1.9%

（女性）

n=54

育てたい

39.3%

どちらかといえば育てたい

19.6%

どちらかとい

えば育てたく

ない

21.4%

育てたくない

19.6%

(男性）

n=56

結婚から子育てまでの重点支援プロジェクト
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【将来、子どもを何人ほしいと思いますか。】
（結婚したことはないと回答した人）ｎ＝76

1人

13.2%

2人

44.7%

3人以上

18.4%

わからない

18.4%

無回答

5.3%

「2人」が44.7％と最も多く、次いで、「3人以
上」が18.4％となった。

1人

9.1%

2人

39.4%
3人以上

27.3%

わからない

21.2%

無回答

3.0%

（男性）

ｎ=33

1人

14.6%

2人

51.2%

3人以上

12.2%

わからな

い

14.6%

無回答

7.3%

（女性）

n=41

結婚から子育てまでの重点支援プロジェクト
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【将来、子どもを持つことになった場合、 心配・不安だと感じることは何ですか。】
複数回答可（結婚したことはないと回答した人）n=113

78.6%

46.4%

41.1%

41.1%

26.8%

17.9%

23.2%

17.9%

28.6%

16.1%

28.6%

12.5%

1.8%

3.6%

7.1%

77.8%

46.3%

50.0%

51.9%

64.8%

61.1%

40.7%

42.6%

27.8%

37.0%

16.7%

31.5%

33.3%

3.7%

1.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

子育てや教育に費用がかかること

出産費用がかかること

育児のために住居環境を整えること

子どもをとりまく社会環境

仕事と両立できるか

パートナーがどれだけ育児に協力をしてくれるか

保育園などの子どもの預け先を見つけること

妊娠・出産時の健康状況

子どもとコミュニケーションをとること

育児の相談を聞いてくれる人がいるか

子どもの教育方針で夫婦で意見が食い違うこと

パートナー以外の家族が育児に協力してくれるか

出産時の痛み

特になし

その他

男性比率

女性比率

「子育てや教育に費用がかかること」が男女とも最も多く、男性は「育児のための住居環境を整えること」、「子どもを取り巻く
社会環境」、女性は「仕事との両立」、「パートナーの育児協力」について、心配・不安だと感じている。

結婚から子育てまでの重点支援プロジェクト
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【結婚相手とはどのようなきっかけで知り合いましたか。】
（結婚している、したことがあると回答した人）n=311

38.3%

22.5%

10.6%

4.5%

3.5%

3.5%

2.6%

2.3%

2.3%

1.6%

1.6%

1.3%

1.3%

1.3%

0.3%

2.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

職場や仕事関係

友人の紹介

学校

マッチングアプリ

インターネット(マッチングアプリを除く)

合コン

学校以外のサークル・クラブ活動・習い事など

アルバイト先

街中・旅先など

婚活パーティー

親・親戚の紹介

結婚相談所

同窓会

幼なじみ・隣人関係

その他

無回答

「職場や仕事関係」が38.3％と最も多く、次いで、「友人の紹介」が2.5％、「学校」が
10.6％となった。

結婚から子育てまでの重点支援プロジェクト
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【子どもの世話を頼める人はいますか。】
（子どもがいると回答した人）n=260

同居人(祖父母など)

がいる

15.8%

親族に、日常

的に預かって

もらえる

13.5%

親族に、緊急時もしくは用

事の際に預かってもらえる

36.2%

友人・知人に、

緊急時もしくは

用事の際に預

かってもらえる

3.1%

頼める人はいない

22.7%

無回答

8.8%16.1%

26.0%

39.5%

13.8%

4.2%

0.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

0人

1人

2人

3人

4人以上

無回答

【現在のお子さんの人数は何人ですか。】
（子どもがいると回答した人）n=260

「2人」が39.5％と最も多く、次いで「1人」
が26.0％、「0人」が16.1％となっており、
「3人以上」も18.0％となった。

「近隣に住む祖父母などの親族に、緊急時もしくは用事
の際に預かってもらえる」が36.2％と最も多く、「同居
人がいる」、「親族、友人、知人に預かってもらえる」
を合わせると、7割弱の人が緊急の際に頼める人がいるが、
「頼める人はいない」人も22.7%となった。

結婚から子育てまでの重点支援プロジェクト
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【富里市の子育て環境について満足していますか。】
（子どもがいると回答した人）n=260

【不満であると回答した理由】

満足している

6.9%

おおむね満

足している

36.9%

やや不満である

25.4%

不満である

12.7%

わからない

8.5%

無回答

9.6%

・待機児童が多い
・学童に入れない
・子どもを預ける時間帯と仕事の時間帯が合わ
ない

・保育園にスムーズに入れない。料金が高い。
・市によってはオムツの補助などあるが富里には
子どもに対する補助がない

・子どもが通う小学校への通学路に歩道がなく危
険

・遊べる場所が少ない。幼稚園、保育園が少ない
など

「おおむね満足している」が36.9％と最も多く、
「満足している」6.9％と合わせると4割以上が満
足していると回答しているが、「不満である」、
「やや不満である」も4割弱の回答があった。

結婚から子育てまでの重点支援プロジェクト
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【現在のお子さんの人数は、あなたの理想と
比べていかがですか】

（結婚している、したことがあると回答した人）
n=311

【お子さんの人数があなたが理想とする人数より
少ない理由は何ですか。】 複数回答可 n=114

同じ

53.4%
少ない

36.7%

多い

6.1%

無回答

3.9%

65.8%

34.2%

27.2%

23.7%

21.9%

21.1%

15.8%

6.1%

9.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子育てや教育にお金がかかるから

高年齢での出産・子育てに不安があるから

希望しているが妊娠できない

健康・体力を考えて

職場復帰など仕事への影響を考えて

育児のストレスを想定して

パートナーの育児参加や祖父母等の協力を踏…

妊娠中、出産後の困ったときに相談できる人…

その他

「子育てや教育にお金がかかるから」が65.8％と最も
多く、次いで、「高年齢での出産・子育てに不安があ
るから」が34.2％、「希望しているが妊娠できない」
が27.2％となった。

「理想と同じ」が53.4％、「理想より少な
い」が36.7％となった。

結婚から子育てまでの重点支援プロジェクト
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【富里市の子育て環境について、今後どのような取り組みを充実する必要があると思いますか】
３つまで回答可（結婚している、したことがあると回答した人）n=311

42.8%

24.8%

22.8%

21.5%

21.5%

10.9%

10.9%

10.9%

10.3%

9.3%

7.4%

6.8%

6.4%

5.8%

5.1%

4.8%

4.5%

2.3%

5.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

中学生・高校生を持つ家庭の経済的負担の軽減

子どもの遊び場の整備

仕事と育児の両立支援

子どもの医療費負担の軽減

保育料負担の軽減

0歳から2歳児の保育

病児・病後児保育

現在どのような取り組みをしているのかわからない

放課後、長期休業中の学習支援

放課後学童クラブの整備

いじめ、不登校などへの教育相談の充実

子育て支援情報の提供

保育時間の延長

子育て仲間に出会える場所

長期休暇や祝日の保育

妊産婦や乳幼児健診、保健指導などの母子保健体制の充実

子育ての相談

特にない

その他

「中学生・高校生を持つ家庭の経済的負担の軽減」が42.8％と最も多く、「子どもの遊び場の整備」24.8％、
「仕事と育児の両立支援」22.8％となった。

結婚から子育てまでの重点支援プロジェクト

○今後は、これらの調査結果を分析し、結婚・妊娠・出産・子育ての希望がかなうまちづくりを推進
するための支援策を打ち出していきます。


